
こんにちは　皆野町議会です！

議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

９月定例会
　議会はここに注目しました！

　　平成23年度決算を認定

P.2

P.6

P.8一部事務組合議会
議員からの報告

町に聞きました
　４名の議員が一般質問

平成24年９月定例会
2012 年 11 月 1 日 発 行

第 3号
埼玉県皆野町議会

表紙シリーズ みなの 新 観光スポット
「道の駅みなの」
道の駅みなのが10月７日にオープン。
皆野農産物直売所に、駐車場・トイレ・情報
提供施設を整備。新たな観光振
興・地域活性化の拠点として
期待されます。

み～な
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 平成 24年度　第３回（９月）定例会

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

町
の
お
金
の
使
い
方

 

議
会
は
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
た
！

　

本
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
決
算
認
定
に

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
国
・
地
方
と
も
、
予
算
は
重

点
的
に
審
議
し
ま
す
が
、
決
算
に
つ
い
て
は
重
き
を
置

か
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
予
算
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
か
、
し
っ
か
り
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、

議
会
の
重
要
な
役
割
で
す
。
今
号
で
は
、
認
定
さ
れ
た
23
年
度
決
算
で
、

特
に
議
会
が
注
目
し
た
事
業
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
12
日
〜
13
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

町
長
提
出
議
案
12
件
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
請
願
１
件
、
要
望
１
件
を
採
択
し
、
議
員
発
議
案
を
可
決
し
て
政

府
等
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。（
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月

ま
た
請
願
１
件
、
要
望
１
件
を
採
択
し
、
議
員
発
議
案
を
可
決
し
て
政

府
等
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

41
億
２
３
３
５
万
円

９
月
定
例
会
　
平
成
23
年
度
決
算
を
認
定 「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

み～な

一般
会計
歳
入

歳
出

39
億
６
９
１
６
万
円

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定



平
成
24
年
11
月
１
日
発
行

3

※これら３事業は平成23年度の主要事業ですが、
昨年３月（予算）議会で事前説明がないまま提案
されたものです。今後については議会への事前説
明を行うよう、申し入れました。

学校ごとの事業費と
平成 23年度の冷房の稼働状況
皆野小：2016 万円（9/6 設置・   ７日間）

国神小：    899 万円（9/2 設置・12 日間）

金沢小：    498 万円（9/5 設置・   ３日間）

三沢小：    840 万円（9/1 設置・   ２日間）

皆野中：  1277 万円（9/5 設置・  ４日間）

小中学校エアコン 整備事業当初の予定を１年早めての設置であり、平成23年度の稼働は少ない状況です。金沢小については、設置１年で廃校と決まり、事業の計画性に問題ありとの意見も出されました。

5530万円
こ
こ
に

注
目
！

柔剣道場エアコン 整備事業

1796万円
こ
こ
に

注
目
！

み～な子ども公園 
整備事業

平成23年度事業の
目玉のひとつで、

平成24年春に開園
しました。利用者

にはおおむね好評
ですが、事前に指

摘されていた日よ
けや雨よけ、駐輪

場等の問題が残って
います。

5855万円工
事

2096万円土
地

7951万円

こ
こ
に

注
目
！

平成23年度決算を認定「議会はここに注目！」
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平成23年度決算を認定「議会はここに注目！」 ９
月
定
例
会
　
平
成
23
年
度
決
算
を
認
定 「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

水と緑のふれ
あい館

長年にわた
り500万円

以上の赤字

を出してい
ましたが、

食堂部門を

日野沢観光
組合に委託

したことに

より、多少
好転しまし

た。しかし、

契約内容の検
討も必要です

。

こ
こ
に

注
目
！1751万円経

費

1501万円収
入

平成23年度決算を認定「議会はここに注目！」平成23年度決算を認定「議会はここに注目！」平成23年度決算を認定「議会はここに注目！」

温水プール
健康づくり事業として、県内でも先進的な取り組みをしていますが、ここ10年来、毎年2000万円からの補

ほてん

塡になっています。今後も、有効活用と経費削減へ一層の努力が必要です。

こ
こ
に

注
目
！

2840万円経
費 528万円収

入

「さあ、みなさん一緒に！」
   （水中エアロビクス教室）

水と緑のふれあい館

住民健診
平成23年度は861名の方が受診。胃カメラ等まで無料でできる健康診断、医療費の削減に貢献するものです。
さらに多くの方の受診を望みます。

国・県からの補助金

こ
こ
に

注
目
！

1883万円経
費

140万円収
入 (             )
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平成24年９月定例会で審議された議案 審議結果

平成 23 年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

　　　　〃　　　  国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

　　　　〃　　　  介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

　　　　〃　　　  後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成 24 年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

　　　　〃　　　  介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

皆野町道の駅の設置及び管理に関する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町公の施設における指定管理者の指定について 原 案 可 決

皆野町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

皆野町税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決

町道路線の認定について 原 案 可 決

国に対して埼玉県立大学に医学部新設を求める請願書 採 択

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書の採
択について 採 択

国に対して埼玉県立大学に医学部新設を認めることを求める意見書の提出について 原 案 可 決

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書の提
出について

原 案 可 決

町

長

提

出

議

案

請
願
・
要
望
・
発
議

補正予算の「第○号」とは何を示しているのですか？
年度当初に組まれた予算も必要に応じて増額または減額する措置をとることがあります。これが補正予
算です。上の表の（第１号）は、今年度１回目の補正の意味。２回目の補正は（第２号）となります。

　
「
道
の
駅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
」
が
提

案
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
皆
野
農
産
物
直
売
所
に
、
道
の
駅
「
み
な
の
」

の
登
録
が
決
ま
り
、
登
録
要
件
を
整
備
。
こ
れ
を
町
が
借

り
受
け
て
「
道
の
駅
」
と
し
て
管
理
す
る
も
の
で
す
。
議

会
に
お
け
る
審
議
で
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、「
観
光
案
内

へ
の
対
応
」「
大
型
車
の
出
入
口
の
指
定
」「
特
色
あ
る
道

の
駅
と
し
て
の
整
備
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
条
例
制
定
に
関
連
し
て
、
公
の
施
設
に
お
け
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
議
案
で
、
道
の
駅
み
な
の

の
管
理
を
「
ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合
」
に
指
定
す
る
こ
と

も
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約
７
０
２
０
万
円
の
追
加
で
、
予
算

総
額
は
約
40
億
５
７
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
で
の

主
な
補
正
は
、
普
通
交
付
税
の
確
定
や
前
年
度
繰
越
金
の
確

定
に
よ
る
増
額
補
正
。
歳
出
に
お
け
る
主
な
追
加
補
正
は
次

の
と
お
り
で
す
。

老
人
福
祉
費
…
３
３
４
０
万
円

（
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
機
器
購
入
費
・ 

  

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
）

環
境
衛
生
費
…
…
２
２
５
万
円 

（
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
費
補
助
金
ほ
か
）

労
働
諸
費
…
…
…
３
７
５
万
円 

（
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
委
託
料
）

観
光
費
…
…
…
…
６
６
５
万
円

（
道
の
駅
施
設
案
内
看
板
設
置
費
ほ
か
）

道
路
維
持
費
…
…
４
５
０
万
円 　

    （
町
道
皆
野
66
号
線
ほ
か
）

「道の駅」設置及び管理に
関する条例を制定

施設の管理は「ちちぶ農協」に

約 7020万円を増額補正
平成24年度一般会計補正予算（第２号）
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９
月
定
例
会　
平
成
23
年
度
決
算
を
認
定 「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

6

一般質問の内容をすべて文字にすると、Ａ４サイズの用紙で20～ 30ページのボリューム。そのため議会だよりでは議員本人が要約
執筆したものを載せています。全文は総合センターなどに設置されている会議録のほか、町ホームページ（議会欄）でも閲覧できます。

小
杉
修
一 

議
員
が
問
う

常
山
知
子 

議
員
が
問
う

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は

今
年
度
約
４
０
０
０
万
円
の

大
き
な
当
初
予
算
の
も
と
、
緊
急
雇

用
創
出
の
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た

も
の
と
伺
っ
て
期
待
し
て
い
ま
し
た

が
、
入
札
が
不
調
だ
っ
た
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
な
ぜ
応
札
が
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

事
業
の
概
要
及
び
入
札
の
経
緯
と

対
応
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
県
の
緊
急
雇
用
創
出

基
金
を
使
っ
て
町
内
の
約

９
０
０
基
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
事
業
で
す
。
こ
の
基
金
の
条
件
は
、

事
業
費
の
半
分
以
上
を
震
災
の
被
災

者
や
失
業
者
の
方
の
賃
金
に
充
て
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
電
気
工
事
業
の
町
内
４

社
秩
父
市
内
４
社
を
指
名
し
て
入
札

を
計
画
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
全
社

が
入
札
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
失
業
者
等
の
募
集
を
み
ず
か
ら

行
う
の
が
困
難
の
た
め
」
と
の
推
測

も
で
き
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
他
の
町
等
で
も
こ
の
基
金
を

利
用
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
事

象
も
あ
る
の
で
、
決
し
て
無
理
な
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
指
名
業
者
を
熊
谷
地
区
ま

で
広
げ
て
再
入
札
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
、
熊
谷
市
の
電
気
事
業
社
と
契

約
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
が
完
了

し
た
ら
、
管
理
す
る
防
犯
灯

の
料
金
が
か
な
り
下
が
る
で
し
ょ
う

か
ら
、
そ
こ
で
余
っ
て
く
る
予
算
を

防
犯
灯
の
新
設
を
要
望
さ
れ
て
い
る

地
区
に
積
極
的
に
早
期
に
振
り
向
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

県
道
皆
野
・
両
神
・
荒
川
線

の
親
鼻
橋
交
差
点
か
ら
下
原

交
差
点
の
信
号
ま
で
の
区
間
（
児
童
登

下
校
時
間
帯
）
に
お
い
て
、次
の
「
ゾ
ー

ン
対
策
」
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

①
大
型
車
の
走
行
を
規
制
す
る
。

②
自
動
車
の
最
高
速
度
を
30
キ
ロ
に

規
制
す
る
。

「
ゾ
ー
ン
対
策
」
は
、
国
の

通
学
路
安
全
対
策
の
報
告
書

で
も
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
対

策
担
当
課
を
主
体
と
し
て
、
質
問
の

趣
旨
に
添
っ
た
対
策
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

す
べ
て
の
通
学
路
を
点
検
し

「
通
学
路
」
を
示
す
表
示
を
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
神
小
学
校
は
８
月
中
に

20
ヵ
所
設
置
。
町
内
通
学
路

に
順
次
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

災
害
防
止
の
森
林
対
策
に
つ
い
て

間
伐
な
ど
の
補
助
事
業
、
町

民
の
利
用
状
況
は
。

平
成
21
年
度
15
人
、
平
成
22

年
度
29
人
、
平
成
23
年
度
37

人
で
す
。
平
成
24
年
度
は
、
現
在
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
防
止
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
に
町
独
自
の
対
策
は

考
え
て
い
ま
す
か
。

現
在
は
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
。

山
の
手
入
れ
が
放
置
さ
れ
た

結
果
の
災
害
は
全
国
ど
こ
で

も
起
こ
り
う
る
問
題
で
、
皆
野
町
で

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
の
補

助
金
頼
み
で
は
不
十
分
で
す
。
町
独

自
で
予
算
化
し
、
危
険
な
所
か
ら
対

策
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。検

討
し
て
い
き
ま
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
「
ゾ
ー
ン
対
策
」
を

（執
しっこうがわ
行側）に考

かんが
えを聞

き
くものです。本

ほんかいぎ
会議で一

いっぱんしつもん
般質問をしたい議

ぎいん
員は「これについて聞

き
きます」ということを記

しる
した

議
ぎいん
員１
ひとり
人あたりの持

も
ち時
じかん
間は質

しつもん
問・答

とうべん
弁を含

ふく
めて、皆

みなのまちぎかい
野町議会の場

ばあい
合、６０分

ぷん
です。

側溝の上を歩いて通学



平
成
24
年
11
月
１
日
発
行

町に聞きました「 一 般 質 問 」

不規則交差点

7

一
いっぱんしつもん
般質問とは

個
こ こ
々の議

ぎいん
員が、行

ぎょうせいぜんぱん
政全般にわたり、事

じぎょう
業の進

すす
み具
ぐあい
合や将

しょうらい
来の施

せさく
策について、自

じぶん
分の政

せいさくていげん
策提言も含

ふく
めて町

まち

「一
いっぱんしつもんつうこくしょ
般質問通告書」をあらかじめ提

ていしゅつ
出しておきます。議

ぎかい
会における質

しつもん
問はこの通

つうこくしょ
告書の提

ていしゅつじゅん
出順で行

おこな
われ、

　　　　　　　　　　　

当
町
の
人
口
は
、
今
年
８
月

１
日
現
在
１
万
８
９
４
人
。

20
年
前
よ
り
１
８
７
２
人
減
少
し
、

近
年
で
は
毎
年
１
４
０
人
前
後
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
８
年
後
の

２
０
２
０
年
の
人
口
は
９
３
７
０
人

程
度
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
地
域
経
済
活
動
の
衰

退
を
招
き
、
行
政
面
で
は
担
税
力
の

低
下
、
何
よ
り
も
町
の
活
力
や
福
祉

の
充
実
な
ど
安
定
し
た
社
会
生
活
を

営
む
上
で
支
障
を
来
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で「
人
口
減
少
対
策
」

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
今
日
ま
で
の
少
子
化
対
策
や
子
育

て
支
援
等
、
そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
新
た
な
「
少
子
化
対
策
」「
若
者
定

住
対
策
」「
地
域
活
性
化
対
策
」
等
の

施
策
に
つ
い
て
。

当
町
の
少
子
化
対
策
、
子
育

て
制
度
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
自
認
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
医
療
費
の
無
料
化
、
出
産
褒
賞
金

の
増
額
、
０
歳
児
に
対
す
る
「
ミ
ル

ク
ま
た
は
紙
オ
ム
ツ
」
の
無
料
配
布

等
々
、「
支
援
制
度
」
に
よ
り
保
護
者

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
数
年
の
出
生
数
は
、
80
人

前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
の
「
支
援
」
が
即
、
出
生
増

加
に
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
子
育

て
に
対
す
る
安
心
感
な
ど
成
果
と
捉

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
若
者
の

流
出
等
々
あ
り
ま
す
が
「
道
の
駅
開

設
」
に
伴
い
、
若
者
の
「
就
農
」
等

の
増
加
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
「
若
者
の
定
住
促
進
」
施
策
に
つ
い

て
は
、
十
分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
の
危
険
箇
所
で
、
町

道
部
分
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

幹
線
町
道
に
歩
道
を
設
置
す

る
に
は
沿
線
の
皆
様
の
理
解

と
協
力
、
買
収
資
金
等
が
不
可
欠
で
、

進
め
る
の
は
困
難
で
す
。

　

生
活
道
の
整
備
と
並
行
し
て
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
改
良
と
土
地
後
退
用
地

の
買
収
価
格
は
。

建
築
基
準
法
に
よ
る
道
路
後

退
の
場
合
は
固
定
資
産
税
評

価
額
の
半
額
、
幅
員
４
メ
ー
ト
ル
以

上
に
道
路
改
良
と
し
て
実
施
す
る
場

合
の
用
地
買
収
単
価
は
、
平
米
当
た

り
最
高
額
で
も
3
万
円
以
内
と
し
て

い
ま
す
。旧

皆
野
消
防
分
署
跡
地
、
金

沢
小
の
利
用
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
金
沢
小

校
舎
は
出
牛
人
形
を
核
と
し
て
地
元

観
光
の
拠
点
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

旧
皆
野
分
署
跡
地
は
町
営
バ

ス
の
転
回
場
に
す
る
予
定
で

す
。

　

金
沢
小
に
つ
い
て
は
地
元
に
任
せ

る
に
は
荷
が
重
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
関
係
の
数
団
体
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
具

体
的
に
は
ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

町
の
「
人
口
減
少
」
対
策
は

道
路
も
跡
地
利
用
も

　

町
民
と
じ
っ
く
り
話
し
合
っ
て
！

内
海
勝
男 

議
員
が
問
う

林　

豊 

議
員
が
問
う
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　委員長 内海勝男　副委員長 新井康夫
　委　員 林　 豊・大野喜明・新井達男・常山知子

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　「暑さ寒さも彼岸まで」とよく言われますが、今年の夏から
秋にかけての季節の移ろいは、その言葉がぴったりでした。第
３回定例会は、討論も議場も"あつい"中、終了となりました。
学んだことの一つ、決算審査は「お金をいくら使った」ではな
く「町民のためにどのような仕事をしたか、その仕事の出来高
と出来具合を見る」ことが主眼である……。肝に銘じて議会に
臨みたいと思います。
　また、議会がより身近になるような議会だよりをめざしてい
きたいと思います。ぜひ、一度議会傍聴に来てください。（Ｔ・Ｔ）

議会だより編集委員会  「私たちが編集します！」

編集後記

平
成
24
年
９
月
定
例
会

2012年
11月

1日
発
行
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浄化槽の設置・管理に関する条例
を制定…使用料等が決定…

皆野・長瀞上下水道組合議会
議員…宮前　司

　平成 25 年４月１日より公共下水道計画区
域外の地区を対象に、皆野・長瀞上下水道組
合が浄化槽を設置し管理する「浄化槽市町村
整備型事業」が開始します。事業開始に先立
ち、９月 26 日開催の皆野・長瀞上下水道組
合議会で関係条例案を審議し、議決しました。
　｢浄化槽設置及び管理に関する条例｣ では、
皆さんの直接の負担となる、分担金、使用料、
清掃料の具体的な金額が示されています。今
後、対象となる皆さんには、組合よりパンフ
レットが送付される予定です。快適な生活環
境と美しい水環境の保全のため、早期の事業
活用をお願いします。

新火葬場は基本協定書に調印
　　   秩父広域市町村圏組合議会

議員…四方田　実

　定例会 (7/11）…管理者提出議案８件　一
般質問２名…主に条例改正と補正予算です
が財産取得とし、高規格救急自動車２台（約
4100 万円）影森分署と小鹿野両神分署に配
備されます。
　臨時会（8/7）…クリーンセンター基幹設
備改良工事請負契約締結について…施設の延
命化と発電設備を導入し、熱エネルギーの
有効利用と温室ガス発生を抑制するもので、
工期３年、契約金額約 20 億円。年間発電量
840 万キロワット、使用電力量 540 万キロ
ワット、売電量 300 万キロワットを想定。
　新火葬場について…地元と基本協定書調印。
現在の場所に建設されることになりました。

次の議会は
12 月中旬頃に
　開催の予定です。

一部事務組合議会
　　　　　議員からの報告
今回はその活動について、報告を兼ねてお知らせします。

ご意見
募集します！

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791

町民の皆様より、議会
だよりに関するご意見
を募集いたします。

FAX

メール

み～な


